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あとがき
　そろそろ夏が終わろうとしています。夏の終わり
は柔らかい余韻を残すものですが，今年の夏が残し
たのは、猛暑と大きな台風の爪痕でした。被害地の
方々に心よりお見舞いを申し上げます。私にとって
夏といえば以前は海でしたが，ここ数年は山に涼ん
でいます。今年は上高地を拠点に周辺を歩きました
が，以前と比べて山も明らかに暑く，登山中にプチ
熱中症を体験しました。熱中症の最初の症状は，眠
気でした。眠気は本来心地よいものですが，場合に
よっては睡眠不足以外のカラダの何らかの悲鳴な
のかもしれません。塩や水より，風に救われた次第
です。ちなみに，睡眠学では眠気の機序は大きなミ
ステリーだとか。
　今月は，特集「病理からせまる腎疾患の病因・病
態解明」をお届けします。形態には無限といっても
よいたくさんの情報があり，その抽出過程にバイア
スが生じます。このバイアスを弄ぶように芸術は発
展してきましたが，病気となるとそうはいきませ
ん。腎病変は時間をかけた生体防御の産物とも捉え
られるため，病変に病因を求めることは難しく，病
態に至っては臨床情報を含めたバイアスに頼った
判断を interpretation という名目のもとに割と自由
に説明してきました。
　病理学のprincipleは可視化の探求，すなわち病変
に隠れている物質を可視化し病態を説明すること
です。本特集は可視化の最新の手法を多面的に扱い
大変勉強になると同時に，私自身が持ってきた拙い
バイアスの質を振り返る大変興味深い機会になり
ました。ご執筆いただきました諸先生に厚く御礼申
し上げます。
　この夏まで台風はエンジンを積んで走っている
と思いこんでいましたが，今年の台風 10 号はそう
ではないことを教えてくれました。自ら動くことの
出来ない大型台風は気圧に弄ばれながら迷走し，
湿って温まった夏の爪痕を残しました。これから訪
れる秋と冬のなかに夏の余韻でも感じられればと
思います。
皆さまもご自愛ください。
� 長田　道夫
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